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 令和５年度庁議報告事項 

 第２１回庁議（２０２４年１月２３日）        教育委員会事務局 学務課 

                          

【件名】 

中野区立学校在籍以外の学齢期児童生徒がいる保護者への支援について 

 

【要旨】 

区立小中学校の給食費について、令和６年度より保護者軽減を図ることに伴い、中野区立学

校在籍以外の学齢期児童生徒の保護者に対して、下記のとおり支援を行うことを予定している。 

 

１ 目的 

 中野区立学校以外に在籍する学齢期児童生徒の保護者に対して区立学校の給食費相当の

支援を行うことにより、物価高騰の影響を軽減するとともに、子育て支援策の一つとして保護

者の負担軽減を図る。 

 支援の方法については、区内共通商品券で支援を行うことにより、物価高騰下における子

育て支援に加えて、区内商業活性化の効果も見込んでいる。 

 

２ 対象となる児童生徒の考え方 

基準日（令和６年１０月１日）に、中野区立学校在籍以外の学齢期児童生徒及び中野  区立

学校在籍者で給食を喫食していない児童生徒等を対象とすることを検討している。 

なお、生活保護の教育扶助など、他制度による給付を得ている場合や、東京都の支援対象

である東京都立学校に在籍している児童生徒については、対象外とする。 

 

３ 具体的な取組 

（１）支援の内容 

    対象となる学齢期児童生徒を養育する世帯に対して、以下の金額分の区内共通商品券を送

付する。（区内共通商品券：中野区商店街連合会が発行する「なかのハート商品券」） 

   ・小学生年齢の子ども１人あたり６２，０００円分 

   ・中学生年齢の子ども１人あたり７５，０００円分 

（２）申請手続き等 

区が対象となる児童生徒を住民基本台帳等から抽出し、対象世帯に案内通知を送付した

上で、商品券を郵送する。（申請不要のプッシュ型支援） 

 

４ スケジュール（予定） 

 令和６年１０月 区立学校在籍者の確認、対象者の抽出 

       １１月 対象世帯へ商品券を送付 


